このたひは本品をお買いあばいただをましてまことにありがとラございます。 

■ご使用になる前に、必ずこの「取扱説明書」をよくお読みいただき、 

正しく使用してください。 

この「取扱説明書」は、保証書と共に大切に保管しておいてください。 

■同捆のアフターサービス登録力ードはおずご投函ください。 
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安全のために必ずお守りください 


♦お使いになる人や他の人への危書と財産への損書を未然に防ぎ、製品を安全に正しく使用するために、 
必ずお守りいただくことを説明していまず。 

♦ ここに示した表示は、誤った使いかたをしたと き に生じる危害や損害の 程度を次の表示で区分し、説明して います C 

A を降 fDANGFR ) I この表示を無視して、誤った麵いをすると、 A び死じ重傷を負う危険、 
ム y 且ド巧 V LJMIM U こロノ または火災の危臟差し迫って生じ ることが想定される内容をおしてし制。 

A 藝吿 rWARMIMR ^ この表示を無視して、誤った取橄し巧すると、人び死亡重傷を負巧能性' 

ム A 曰 口、 VVMniMIIMU ノ または火 災の可能性び想觀れる內容綺していまず。__ 

yK ミ壬音（广ム| iTinNh この表示を無視して、誤った賴いをずると、人び傷害を負う可能性や物的 

公 A は'局 、し AU I IUIMJ 損富の発生げ想定される内容を示してしほず。 

♦お守りいただく内容を、次の絵表阮区分していまず。 


〇®®⑩ 

この絵表示は、「禁止」 
されている巧容でず。 

〇を爲 

/■ 

この絵表示は、必ずして 
いただく巧謗ち」内容です。 


A A この絵表示は、「注意」 

u\ していただく内容でず。 
►説明文中の「お願い」事頃は、本機を誤りなく正しく 
お使いいただくための巧容び記載されています。 


A 危険 （ DANGER) 


I ★ガソリン使用禁止 I 

ガソ1」ンなど揮発性の高い油は、絶対に使用しないでください。 
少量の混入でを、火災の原因になります。 





告 （ WARNING) 


防萄 

スプレー宙やカセツトこんろ用ボンベなどを、ストーブの前面や温風の 
あたるところに放置しないでください。 

熱で吿の圧力び上びり、爆発し、危険です。 



★換気必要 


•換気せずに使用しつづけないでください。酸素び不足すると、不完全 
燃焼し、一酸化炭素などび発生して中毒になるおそれびありまず。 

• 使用中は必ず]時間に ] 〜2回 （ 1〜2分)換気して、新鮮な空気を補 
給してください。（窓の凍結、地下室など)換気び充分におこなえない 
場所では、使用し ないでください。____ 

み温風吹出口（ルーバ ー） をふさがなし 、I 

を類、紙などで温風吹出□(ルーバ ー) や燃焼空気取入 [ if (給気フィルタ 
一) や温風空気取入口（ファンフィルター)をふさびないでください。 

あ類、紙などでふさぐと、異常燃焼や火災の原因になります。 

衣類の乾燥厳禁 i 

あ類などの乾燥には使用しないでください。 

落下したあ類に乂びつさ、义災の原因になります。 





★寝るとを消乂 


寝るとさや外出するとさは、必ず消火し、乂び消えていることを確認 
してください。 

予想しない事故 が発生するおそれびありまず。 

み可燃性ガス堡用^ 

ストーブを使用している部屋で、可燃性ガスび発生するをの(ガソリン、 
ベンジン、シンナー)、スプレーを使用しないでください。 

乂災や故障の原因にな0ます。 



爲 

換気 

0 

禁止 

1 

0 

使用禁止 


お使いになる前に 







安全のために必ずお守りください 



意 （ CAUTION) 


I ★カ ーテン、 可燃物お接禁山 

カーテンや燃えやすいもののそばなどでは使用しないでください。 

毛布やふとんなどを近<に置かないで<ださい。 

火災が発生するおそれびあります。 

み給油時溝が 胃 

給油は、必ず消火して、本体温度び充分下びってから、火の気のないところ 
でおこなって < ださい。 

火災のおそれびあ0ます。 


I ★居室内給油禁止 j 

給油は、必ず火の気のないところでおこなってください。 

火災のおそれがお0ます。 

I ★油漏れ確認] 

給油□□金は確実に締めてください。 

給油□口金を下にして、油漏れびないことを確かめてください。 

給油□口金を斜めに締めたりすると、簡単に給油ロロ金びがれて、乂災の 
おそれがありまず。 

• 油び漏れる状態で使用しないで < ださい。义災のおそれびあります。 


参 



签 

〇 


み異常時使用禁止 


におい、すすの発生、炎の色など異常を感じたときは使用しないでください。 
運転スイッチを押して「刚にしてください。 

異常燃焼のおそれびあります。 

• 万ーストーブか5 乂び出たり、床などに乂びついたとをは、あわてずに消 
火器で消火してください。_ 

みほこりの除を] 0 

燃焼空気取入 □ (給気フィルター）や温風空気取入 □ (フアンフィル^ 
ター）は、週1回し U 上必ず掃除してください。 W 

ごみ、ほこりなどで燃焼空気取入 □ (給気フィルター）や温風空気取 & 
入口（フアンフイルター）びつまると、異常燃焼のおそれびあります 。離 


鑛 


SIbsJ 



(搶京フイルター)(フアンフイルター） 


I 去磊風た:置接あたらない1 

温風に直接長時間あたったり、ストーブの前に長時間い続けないでください。 
低温やけどや脱水症状になるおそれびあります。 2 

温風を直接吸い込まないでください。気分び悪くなることびあります 。僅 


移動•運搬ずるときのま意 I 

ストーブはひきずらないでください。床面、じゅうたんなどを傷つけたり、 

本体底面の塗料びはびれて、さびの原因になるおそれびあります。 

ストーフを移動する時は、おず消乂し、油タンクを抜いて傾けないよラに静 
かに移動してください。油び漏れたり、火災になるおそれびあります。 

修理•弓 I 越しなどス I -ーブを運搬される時は、必ず油タンク、油受けざらの 
灯油を抜いてください。な油びこぼれ周囲をミちすおそれびあります。_ 

「★イオン運転時の風を長時間、体にあてない j 

吹出口か5の風を長時間、体にあてないでください。 

風により健康を害することびあります。 

特に乳幼お、お年寄り、ご病気のちにはご注意 < ださい。 


皮高温部接触禁止 I 


燃焼中や消火直後は、高温部、温風吹出□(ルーバー)に手などふれないでください。 
やけどのおそれびあります。 



〇 

) 指示 

0 

禁止 


〇 

指お 

0 














A 注意 （ CAUTION) 


L ★指や異物を入れ _ ない！ 

温風吹出口（ルー jY —）やストーブ内部に指や異物を入れないでください。 
けがや乂がのおそれびあります。 

I 方分解修理 • 改鱼の禁止 

坂障、破損したら、使用しないで<ださい。 

ストーブは絶対に改造して使用しないで < ださい。 

不完全な修理や改造は 危険でず。 

「★高電圧に注意 I ^ 

イオンユニットは、放電時に高電圧び発生します。電極に不用意にさわ 
5 ないで < ださい。 

感電のおそれびありまず。 

掃除*点検.手入れをずるとさは、必ず電源プラグをコンセントか5 
抜いておこなって < ださい。 _ 

み保管時にしていただくこと I 

長期間使用しないとさ、または保管するとさは、必ずな油を振き電源 
プラグをコンセントか6抜いて<ださい。 

傾けたり、横倒しの状態では保管しないでください。 

抜さ取 れなかっ た口油が漏れたり、火災の おそれびあります。_ 

★電源コードを傷めない 

電源コードに無理な力を加えたり、傷付けたり束ねたり、物をのせたり 
加工しないでください。 

また、電源プラグを抜くときは、コードを持って弓 I さ抜かないでください。 
電源コードが破損し、火がや感電の 原因になります。_ 

I ★長期間使用しないときは電源プラグを抜く] 

長期間使用しないとさは電源プラグをコンわントから揣いてください。 
火災や予想しない事故の原因となります。 

I ★電源プラグは確実に差し込む三 i 

電源プラグはコンセントに根元まで確実に差し込んでください。 

また、傷んだプラグやゆるんだコンセントは使用しないでください。、 

I 乂災の原因になります。 ) 

めれた手でのおさ差しはしないでください。 

^電の原因にな0ます。_ 

「古電源プラグのお手入れをずる] ^ 

ときどきは電源プラグを振き、ほこり（巧び金属物)を除ましてくださし V 
(ほこりや異物びたまると湿気などで絶縁不良になり）乂災の原因になり 

互す 。 ____ 

をさ様やをを寄りをご使用にミミ意」 

お子様やお年寄り、体のご不自由な方びお使いになる場含は、やけどや、 
部屋の換気などについて、周囲の人び充分にま意して<ださい。 

み腰をかけたり物をのい 一 

ストーブの上にをったり、腰をかけたりしないでください。 

ストーブの故障や、やけどのおそれびあ0まず。 

ス I -ーブの上に花びんや、水を入れたをのなどを置かないでください。 
水びかかると漏電や故障のおそれびあります。 






安全のために必ずお守りください 



意 （ CAUTION) 


★廃棄するとを 


ストーブを廃棄処分するとさは、必ず油タンク、油受けざら内の'灯油をあさ取ってくだ 
さい。 (29 ぺーバ参鸦） 

灯ミ田び入ったまま廃棄すると U ヴイクルの際思わ说事故び発生ず るおそれびあります。 

み次の場 所では 使用レを f し 、I 火災や予想でをない事故や故障の原因になります。 

OiK 平でない場所、不を定な場所） C 風のあたる嘛、部屋の-出-入 □ 婚が)) 


〇 

指示 

0 


• 傾斜した場所や振動の激しいところでは、使用しない • 風のあたると [ 
で < ださい。 いで <ださし 、。 i 

対震自動消火装置び誤作動することびあります。 掃除機の排気 I 

•しっか0したじよラぶな床面で使用して < ださい。 さい。 

• 不ををな台上で使用しないでください。転落ずるお • 部屋の出入口 
それびあり每険です。 の通るところ、 

::暖炉などストーブが匿!ねれる場が 言疑%链 

•隨炉や押入れに入れての使用など、特殊な使い方を して 事故が乂 

しないで<ださい。火災の原因にな0ます。 さるおそれび3 

0まこりや湿気のをい場巧； り F ま定な物^ 

• 燃焼空気取入口（給気フイルター）や温風空気取入 □ • 落下物 t 占り次 

(フアンフイルター）び目づまりが態になり、異常燃焼户占占 Tn : 立/7^ 
や異窜鸟熱を起こし、事故になる危険びあります。し置ホのあ7 

没美容院、クリ- ニ ング店などスプレ-や化学黏。口を使う場形： 555蕊穀 

•理 • 美容院、;>< ツキ、塗装工場、電子部品組立工場、繊維 ^あ〇素ず.' 
関係工場などでは使用しないでください。 向歷山'つ 

器具の故障や、腐食性ガスの発生によ0金属、鏡、ガラしり 1燃性でスの究こ 
スなどを傷める原因となります。 • 爆発や火災の巧 

• 石油フアンヒーターで暖房する部屋ではシリ〕ーンをい S 巧， 街] ま巧 
配食した枝毛用コート液やへアート IJ ート;ント（枝い5^日口 J ち主 
毛用）は点火 S スや、途中消乂など故障の原因になり • 予測でさない! 
まずので使用しないで < ださい。 ます。 

ご高:啤 （ 1300 nnm 上の場所)） 

• 酸索濃度び薄いので不完全燃焼しまず。 

• 80日〜1 3 D 0 m では調整び必要ですので販売店までお問い合わせください。 


★可燃物(木壁、含板、をず李など)との距離を離す」 J 15 。 

•ストーブ上方の棚などとの距離は必ず1 m 攻上あけてください。 

•上ちの棚などからの落下物びないよラにしてください。 

•特に、カーテンなどびストーブにふれないようにしてください。 
•家具などか6は充分な距離をとってください。 一〜^ 

(熱で変おや変色、自然発乂することびあります。） 乂, 


•風のあたるところでは使用しな 使用禁止 
いで <ださい。炎び出て危険でず。 

掃除機の排気にをを意してくだ 
さい。 

• 部屋の出入□など人 I ~~ I~~I 

の通るところ、人びぶ 
つかったりつまずく場 
所で使用ずると、転倒 
して事故や义災び起 M 
さるおそれヴあ〇まず。1_ ( 例 

なま定な物をのせた棚などの下） 

• 落下物により乂災び起きるおそれびありまず。 

(置射曰光のあたる榻巧、温度の高い榻戸を 

• 異常燃焼を起こすおそれびありまず。 

• 油タンクの巧油びあふれ出て义災のおそれ 
びあ0まず。 _ 

@燃性ガスの発をずる場所、またはたまる場恥 

• 爆発や火災の原 因になりまず。 

(温室•飼育室など人のいない場所) 

• 予測でさない事故び発生するおそれびあり 
よ9 0 



0 

使用禁止 




願い （ NCmCE) 


★シリコーン配含製品 を使用しな し、1 

♦ス I -ーブ(石油フアンヒーター)で暖房する部屋では、シリコーン配合製品（ムース.ク U - ム.液 
体スプレーなどの枝毛用へアートリート;><ント類、つや出し剤や、防水スプレーなど)を使用しな 
いで < ださい。 点火ミス. 途中消乂などの故障の原因になりまず。 

I ★晒を廃棄 j 

♦な油の廃棄処分は、巧油をお買い求めになった販売店にご相談ください。 











フアンフイルター 













各部のなまえ 


操作部•表示部のなまえと使いかた、「点な」-「点滅」の意味 


マイナ■スイオンランプ 

点灯マイナスイオン運転中 




チヤイパ 

ドロック 

ら 


チヤイ#ロック タイ R - 口油もーブ I さげる•あかる 



巧@チャイルドタイ7— 


国■园圓 


マイナスイオンボタン 

巧ずとマイナスイオン運転 
になります。 

21ぺージ参照 


温度•時計表示 

デジタル表示部の表示内容を示します。 


_ 換気ランプ 

点滅（運転停止）室内の空気び、酸素不足状態です。 
♦窓やドアを開けて充分に部屋の換気をしてください。 
参換気ランプにたよらず1時間に1〜2回は必ず部屋の 
換気をしてください。 


設定温度室内温度 

, が,—い—/ 

I ゾ -"-'J 

設定湿度ま内溫度 



設定温度室巧温度 


■温度表ル 

設定温度…6む〜28むまで 
設定親度を選択でをまず。 
室内温度…日む〜32でまで 
表巧します。 


デジタル表示部 _ 

ま寸！量店這^ 


設定温度室巧温度 


■タイマー運乾時夕隨示 

タイマー時刻表示は点滅しまず。 
タイマー運転終了時には、 
「。ふ-」を表示します。 


現なの時刻を表示しまず。 


13時間燃焼終了時の表示 
3化-」を表示します。 


Iff -一■給油に関ずる5ちり I 燃獅寺間 

□ ミ！! 残り時間を表示します。 

時計^1^^※驾寺は「----」を表 

給油_ 

~ご1■故障•異常により自動消义 
□卜— ^ したときの表のにフー表。） 

自己診断機能により、故障時 
な定^室内:》度には •こ!〜 E - 3を表 

术しよ9 0 


6 













7 


■ク ij — ニン グ燃焼表示 



設定温度ま巧通度 


_チヤイ n / ドランプ_ 

点灯…チャイルド□ック作動中 
消好…チャイルド□ック解除 


給油ランプ 

'* — — - •- - __ _ 

占巧 

♦油タンクび空になって消乂する1日分前に点灯と同 
時に「ピー」音び鳴り、給油の必要を予告します。 
が咸（運転牛]) 

♦時間延長（給独延長）ボタンを押すと点滅し、給油 
延長(最大約日日分延長)運転中を表示します。 

点滅（運転停止） 

♦油びな<な0自動消火しました。 

(己秒間「ピー」音び鳴ります） 

12ページ参照 


タイスーランプ 

卢 I な 

♦タイマー運転待機中 
参タイマー運転中の1時間 
♦タイマー運転終了時 
(•'化-表示中） 

点滅 

参タイマー時刻を設定中 


運乾スイッチ 


♦一度押すと 

「入 — 」 

♦ちラー度巧すと「切麗」 

になります。 


点滅 . 

一…予熱中 

点な…… 

……運転中 

消な . 

. 消火 


15、18、19、22、のぺージ参照 


消臭ランプ_ 

>冉《了… 

消臭点火に設定されていまず。 

>消臭機能作動中。 

け肖な… 

消臭点乂び解除されています。 
15ぺージ参照 


'な油 セーブ ランプ 

点な…巧油セーブ運転中 


^度/時刻台わせポタン 

室温の設定、時刻の設をに使いまず。 
♦室温設定の場ち 
設定温度をお好みの温度にするこ 
とびでをます。 

C 3 あるいは©のボタンを押し 
て合わせて < ださい。 

♦時刻設定の場合 
〇あるいは E ) のボタンを巧し 
て合わせて < ださい。 

14、17、18ぺージ参照 


一な油セー^タン 

灯油セーブ運転の設定- 
解隙をおこないます。 

17ぺージ参照 


タイマーホタン 

タイマー運転をおこなラと 


^ヤイみ ドロックポタン 

設定•觸除をする場含は3砂政上巧 
しま’ 


23ぺージ参照 


きに使います。 

] 8、19ページ参照 


消臭点乂 • 時間延長（給油延長）ボタン 1 

•燃焼中に押したとさか5、再度3時間 
の燃焼継続が可能になります。 

22 ぺージ 
参照 

♦タイマー燃焼から、通常運転に切り替 
えるとさに押しまず。 

19ぺージ 
参照 

♦給油延長運転をするとさに巧します。 

にぺージ 
参照 

♦消臭点火をずるとさに押します。 

♦消臭点火を辭除ずるとをに押しまず。 

1日ぺージ 
参照 

ソ 


お使いになる前に 


運転スイッチ 運転スイッチ 
















各部のなまえ 


みはりやくボタン 

みはりやく運転の設定•解除 
プチセキュリティー機能の設定•觸除 
をおこないまず。 

2日、24、25ページ参照 



みはりや<ランプ 1 


みはりやく運転時 

プチセキュ U ティー機能時 

点'な 

みは0や<運転中 

—— 

点滅 

みは0や<運転中 
人の気配を感じています 

•プチセキュ U ティー機能作動中に 
人の気配を感じています 
♦警普動作中 

消灯 

みはりやく運転解除 

プチセキュ IJ ティー機能作動中 
人の気配を感じていません 


rzr :^^ y — r \ ■みはりやく運乾時の 
□ 户 !ミ 残り 燃焼 時間表示 

[ SF 胤…消火1日分前 
S を;皿度室か"度「が幻•..消火9分前 


デジタル表示部 _ 

3 D 届度 / ゾ、 

□ こで 广 M 

前 晶レ 


■プチセキュリティー機能 
作動中の表示 


設定通度ま內温度 


「がが」…みはりやく運転で、 
人の気配を感知 
しな < て、1時間 
経過し、消乂しま 
した。 


8 










お使いになる前の準備 


製品と同姻品を取り出します 


♦包装箱からすべての捆包材を取り除を、製品に傷をつけないよ 
ラに取り出してください。 

同時に取扱説明書と□金開閉具ち取り出してください。 
♦詳しくは、包装箱上面に表示してある「包装の内容」を参照して 
ください。 

♦包装箱や捆包材は保管するとをにご利用ください。 

♦みはりやくセンヴーのレンズ部には傷防止のため保護フィルム 
び付いていまず。この保護フイルムはご使用前に必ず取りはず 
して < ださし、。 



な油について 

® 燃料はな油 ( J 旧1号な油)を必ず使用してください。 

® 変質な油、不純な油は、絶対に使用しないでください。 




I ★ガソリン使用禁止」 

ガソ1」ンなど揮発性の高い油は、絶対に 
使用しないでください。少量の混入でち、 
火災の原因にな0まず。 


>変質な油、不純な油（の■油しソがの油.水.ごみび混 
入した灯油など）は、絶対に使用しないで<ださい f 
異常燃焼や故障の原因になりまず。 

>助燃剤(添加物)は使用しないでください。 

異常燃焼を起こすおそれびあります。 


® 灯■油の保管のしかた 

•灯油はおず火気、 

雨水、ごみ、高温 
および直射曰光を 
避けた場所に保管 
して<ださい。 ^ ^ 



0 

禁止 


♦丹油容器内の灯油 

7^ 

びかないと温度変 

^3 


化により結露して 



水がたまることが 



あ0ます。 J 

’ 



♦の■油の容器は専用のされいな容器を使用してくださ 
し、。またな油容器はがず J I S 認定品で色つさの丹 
油専用容器を使用してください。 




灯油とガソリンの見分けかたのポイント 

- -— ■— - ■— _ . ."命 _ 

指先に使用燃料をつけて息を峽さかけまず 
(义の気のない巧でおこなって < ださい） 



良い保管 


直射日光、雨水び当た 
らず、火気のない冷暗 
巧へ保管 



圓 


悪い巧管 


直射曰光、雨水の当た 
るべランダなど、室が 
の保管 



A 


お使いになる前に 











奢質な油とは ）（ 不純紅油とは 


参ち し、灯油。 （2 年政上越した 
な油） 

♦長期間、曰光の当たる場所や 
温度の高い場所に保管した灯 
油。 

•容器のふたび開けてあった D 、 
乳白色の容器で保管したな油 
は変質しやすい。 

変質のひどいをのは黄色おを 
おびたり、ずつぱいにおいび 
しまず。 



使用禁止 


♦の■油しソがの油（ガソリン、 
シンナー、天ぶ5油、機 
械油、重油など）びほん 
の少しでわ混入した灯油。 


•水やごみび湿 
入した灯油。 


な油なかの\ 
油、水、ごみを 
入れなレで , 


巡 


0 

使用禁止 



•変質な油の見分けかたはたい 
へん 難しい ので、方ーカーの 
はっきりしないな油は使用し 
ないで < ださい。 


® 変質'灯油や不純な油を使用す 
ると 


® 万一変質な油や不純な油を使 
つたとをの処置のしかた 


♦変質な油や不純な油を使巧しまずと、バ 
ーナーに多量の夕ールびたまり、点火し 
なくなったり、燃焼び悪くなったり、激 
しいにおいがした0します。 

♦水の混入した灯油を使用しますと、がび 
ルさくなり火び消えてしまいまず。又、 
油タンクにな油が残っているのに、「給油 
ランプ」が「点打」することびあります。 


1 油タンク、油受け、油受けざ5内の悪い 
な油を振き取り、良質の丹油で內部を2 
〜3回洗ってか5ご使用ください。 

(2日ぺージ参照） 

2 悪い丹油を扳を取っても効果のないとを 
は、販売店までお問い合わせ< ださい。 


-お願い- 

変質'な油や不純打油が原因でアフターサービスを依頼されたとさは、保証期間中でを有料修理となり 
秦^ 〇 









1 油タンクを取り出ず。 

2撤由ロロ金を左「〇」へ回して取 
りはずず。 

♦給油□口金を取りはずす前に、先端の弁部を 
押すと、給油□口金が開けやす<なります。 


3給油ずる。 

巿販の給油ポンプの先端を止まるまで軽く差し 
込んで、油量計を見なび5給油してください。 

(ホースび抜けないよラに注意しなび6給油し 
て < ださい。） 

•巧油は油量計の上部(ち國給油位置 ♦) まで 
給油してください。 

入れ過ぎまずと、あふれ出ることびあ D ます 
ので充分注意して給油してください。 

4給油口□金を締める。 

給油口□金をち「〇」に回して確実に締めてく 
ださい。 

♦こぼれた灯油はよく拭を取ってください。 

口金開聞具 ク A ノ 

給油ロロを xlM / 


★給油□口金は、斜めに締めたり、締めつけび 
不完全ですと、油漏れによる火災の原因にな 
ります。また、違った給油口□金を取り付け 
ますと油が出なくなりまず。 






〔本機の給油□□金〕 




2 . 口金開閉具 


給油□□金 


J . 弁部 



□を開閉真 
給油□口金 


む:口 


[油量討] 


給油位を 



満るの位里 


5油漏れのないことを確認ずる。 

□金開閉具を取りはずし、給油□□金を下にし 
て油漏れのないことを確認してか5、ス I -ーブ 
に正しく静かにセツトしまず。 

★油び漏れる状態で使用しないでください。乂 
災のおそれびあります。 


給;'を□□金 


油漏げ 
、確認ノ 


ill 


附属品の r 口金開閉具」を使用しますと、巧 
油で手を巧さないで給油□□金の開閉びで 
をます。 


お使 S になる1削に 










お使いになる前の準備 

騎通わ百安(結活廷長遲馬)^ 


油タンクの灯油び空になってを、油受けざ5の灯油を燃焼させて、最大約日日分の延長燃焼（給油延長運 
転）がでをます。 



運転スイッチ 

時間延長ボタン 
給油ランプ 


1油タンクのな油が少な < なると、「給油ランプ」が r 点な」し、「ピ ー 」音 
が連続して鳴り、「デジタル表示部」に残り燃焼時間（分） a を表示 
しまず。 

♦運転スイッチを押して消火してか(5、給油してくださし、。 

★給油しませんと、2分ごとに r ピー」音び嶋ります。約10分後に「給油ランスび「点滅」し、「デジタ 
ル表示部」の残り燃焼時間表示び EZ 3 となり自動消乂します。 

2給油延長運転をするとを 

油タンクの灯油びかなくなり r 給油ランスび r 点な」した!5、 err 時間延長(給油延爵ポタン」对甲し 
まずと、給油延長運乾をして最大約酣分間の燃焼継続をしまず。 

「給油ランプ J び「点滅」し、「デジタル表示部」の残0燃焼時間表示(分)び変わりまず。 

残り燃焼時間び1日分し rF になると、2分ごとに r ピー」音び鳴りまず。 

♦約抓分];(内に、運転スイッチを押して消火してか6給油してください。 

★給油しませんと、約抓分後に、「給油ランプ」び「点滅」し、「デジタル表示部」の残り燃焼時間表示び 
E 3 となり自動消乂しまず。 


♦「給油延長ボタン _] を押すと、時間延長(燃焼)も同時にセツトされまず。 

牌べージ[ミ肖ち童を！を if を面乃巧引参照） 

♦給油延長運乾中は、室温に関係なく最ル燃焼 ( r 微弱」または r ミニ」)運転をします。 



★ストーブを持ち運ぶとさはがず消火をし、本体温度び充分下がって 
けら、 電源プラグをコンセントか5振いて、油タンクを取り出して、 
ストープを傾けないよラ静かに運んでください。灯油びこぼれて乂 
災になるおそれびありまず。 


〇 

指示 











点义前の準備 


1水平の確認をする。 

♦ストーブは振動のない、水平でしっかりした床面に設置してください。 

ストーブが、傾いてないか、不安定な状態になっていないか、必ず確かゆてください。 

♦ストーブを傾いた状態で使用しますと、対震自動消火装置び誤作動ずることがあります。また、転 
倒しやす<、異常燃焼の原因にな0ます。 

2電源プラグをコンセント炼庭用 AC 10 日 V ) / 

に確実に差し込む。 / 

• r ピ-惜びします。 fCTCTl ^ 


. 電源プラグ 


参「デジタル表示部」に「パ’一」表示び「点灯」し 設定ミ; 

ます。（消臭ランプち「点灯」します。） 

-お願い—— 

女電源プラグを、絶対に、20日ボルトのコンセントに差し 
込まないでください。感電.火災.故障の原因になりま 
ず。 

★コンセントびゆるんでいたり、差し込みび不充分ですと、 
電源プラグが過熱し、熱変形ずることびあ0ます。この 
よラなとさは、必ずお買い上げの販売店に修理を依頼し 
て < ださい。 

お部屋のコンセントを必ず修理してください。 

女電源コードに傷を付けたり、束ねたり、折ったり、重い 
物をのせたり、加工しないでください。感電や火災の原 
因になります。 

★他の電気器具と同時に使用するとさは、ご家庭の安全器 
(ブレーカー)の容量をこえないよラにして < ださい。 



設を混度ま巧湿度 



★電源プラグを抜くとさは、電源コードを引っ張って扳か 
ないでください。断線、発熱、発乂の原因にな0ます。 


女熱に弱いジユータンや床の上で長時間使用ずると、変色 
したり、そ0返ることがありますので熱に強いマットな 
どを敷いてください。 



タコ足配線 
は危険 




0 

禁止 

A 


お使いになる前に 





お使いになる前の準備 
3 現在時刻を設定しまず。 



r 時計」表示 デジタル表示部 


di 現在時刻が午後7時10分の場含 
① C3 または E) のボタンを一度押ず。 

「ピー」音びして「時計」表示び「点滅」します。 

雇)デジタル表示を見なが5 のボタンを押して 

巧に含わせる。 

③デジタル表示を見なが!5区;）のボタンを巧して 
iO に含わせる。 


愚度 

口 

■ 

時計 

設定湿度室巧湿度 



♦ C 3 ■©のポタンは、一度押すごとに1時間または1分間ずつ進みまず。押し続けまずと連続的 
に進みまず。 

♦時刻合わせをする場合は、「時計」表示び r 点滅」している間 (10 秒間）に C 3. 区5のどち5かのボタ 
ンを押して < ださい。 

時刻合ねせびでをなかった攝合は、ちラー度 C 3 または E ) のボタンを押してや0直してください。 


®r 時計」表示が、 r 点減」か5 r 点な」に変わり、設定が完了しまず。 

r -お願い- 

★ストーブの時刻表示び狂ったり、タイマー点火時刻び狂った0する場をは、電源プラグを一度损い 
て、をラー度差し込み直して、時刻を設定してみてください。それでを直5ないとさはお買い求め 
の販売店までお問い含わせ<ださい。 

★ストーブに初めて通電したときや、停電後や、電源プラグを振いて再通電 
した場合、デジタル表示はち図のよラに表示され、「時言十」表示び r 点打」し 
ますので、現在の時刻を設定してください。（但し、電源プラグを振いて 
わ、時計■温度記憶機能で約3日分間は、現在時刻を記憶していまず。） 


温度 

口 

■ 

時計 

設定温度室巧涵度 



み省電力機雖 I 


♦時計表示中に、5分間経過しまずと、省電力機能が働いて、デジタル表示部が r 消灯 J して、電力の消費を 
おさえまず。（※チャイルド□ツク設定になつている時はチャイルドランプは「点灯」したままになります。） 
時計表示を確認したい場合は、操作部の運転スイツチ及びマイナスイオンボタン外のどれかのボタン 
を押すと表おします。運転スイツチを巧すと点火:動作に入ります。 

(運転中及びタイマー待機中この機能は働きません。） 

ilk 




「温度」表示 


誦 ^ I © ® I S ； 喔 

チサイル阳ツク タイ7-打油セーブ'さげる.ぁ1み一>^^1^時間延長ス •/—'\ JL 切 


〇 〇 〇 〇達^:) 


@運転スイッチ 



想 

国 

■■ 

I 

m 

- — i 

一 

1 國 

F ジタル表示部 



消臭ランプ 
給油ランプ 


※最初の設定は、消臭点火モードに設定してありますので、最初か消臭ランプ」が r 点灯」します。 

「消臭点火」は、点乂までの時間を搜え!日をにして、予熱を充分におこない、点火時のにおいをかなくず 
る点乂方法でず。 

① r 運転スイッチ」を押して r 入」にする。 

♦ r ピー」音びして「運転スイッチ」び「点滅」しまず。 

♦「温度」表示が「点灯」し、デジタル表示部に設定温度と室内温度を表示します。 


使 

し、 

か 

た 


点乂（通常運転) 


使いかた 


油タンクに巧油があるのに r 給油ランスび r 点な J 文は r 点測してしぶ場合は、油受けを取り出し、ご 

みや水を捨てな油で洗浄してください。 （29 ページ参照） 

^------ ‘ 

( D 約210秒後に自動的に点乂し、「運転スイッチ」び r 点な」に変わりまず。 

I ★消臭点乂解除方法 I 

♦ r 運転スイッチ J が r 切 J の時に r 消臭点义ボタン」を押ずと、「消臭ランスび「消灯」して消臭点火モードが 

解隙され、点火までの時間び短くなります。 

室内温度び日む]; TF の場合は、点火までの時間び、約21日砂のままです。 

< -お願い-^ 

★初めて運転するとをや、製品を移動ごせたり、激しい振動び加え6れたあとに運転ずるとを、白煙 
け了油の蒸気)や臭気び出ることびあります。これは、移動、振動によりパーナー(燃焼部)内に落ちた 
余分な油が蒸発することによるちので、一度点乂し、余分な油びな<なれば白煙や臭気はなくなり 
まず。この様な場合は白煙、臭気びなくなるまでは(窓をあけるなど、 ） 操気をおこなってください。 

★点乂時にバーナー(燃焼部)内で、「ボッ」と言ラ音や r ゴーゴ~」と言ラ音びしまず。これは点乂を確 
実にするためで異常ではありません。 

★点乂時にはかしにおいがあります。 

★燃焼中 r チッチッチッ」と言ラよラな音びすることびありますび、電磁ポンプの音でず。また、燃焼 
中に「ジユッジユッ」「シぉンシヤン」などの音びする場含びありますび、これはな油び蒸発する音で 
す。異常ではありません。 

■消し忘れによる、万一の事故を防ぐために、点火禮3時間で自動消火をしまず。燃焼を継続する場 
含は消火する前に i ^ r 時間延長ボタン」を巧してください。 

詳しくは益ページを参照してください。 


お使 S になる i 刖に 


ぶ 









使いかた 



炎の状態 


♦設定温度にコント□ールするために、自動的に r 強 J (最大）•「中」•「弱」•「微弱」•「ミニ」(最ル)運転を 
くり返します。 


にこに表示した状態は「強燃焼」のが態でず) 


使用禁止 


ぶ 


青炎燃焼でがの先端に多少 
黄炎びはいる。 

炎の伸びや、燃焼音びルさ 
い。 


燃焼用空気びをすざる。 


販売店にご相談くださし、< 


炎び黄色く燃焼音び大さし、。 


•炎び高<伸び、炎全体び黄 
色。 

• r ピー」と言うような異常音 
びする。 

• 燃焼用空気不足。 

•燃焼 U ングの取付け不良。 
•ク□スマットの浮去上0。 


•燃焼空気取入 □ (給気フイ 
ルター）を掃除する。 
•販売店にご相談ください。 


室温の調節（運転中にしかでをません) 


•設定温度は目で〜巧で、室温表示は日む〜32でまで表示します。 















の■油 セーブ ボタン 


ほを sslswaa 投》 括な 


デジタル表示部 灯油セーブランプ 


① C 3 または E ) ボタンを一度巧す。 

♦「ピー」音びして「温度」表示び、「点減」します。 

嗟)温度を上げるとき。 

♦デジタル表示を見なび5135のボタンを押す。 

( D 温度を下げるとき。 

•デジタル表示を見なび 5 C 3 のボタンを押す。 


-お願い- 

女室温が約18む政下では r 微弱」または r ミニ J 燃焼しないことびあります。 

★温度調節は温風空気取入 □ (フアンフイルター）巧近の温度を感知しておこないますので、ストーブの 
位置や部屋の大ささによって、必ずしち、「デジタル表示部」の室内温度表示と、室温とは一致しません。 


(4) r な油セーブボタン」を巧しまず。 (な油セーブ運転の設定及び解除は運転中にしかおこなえません。） 
•「丹油セーブランプ」び「点な」してセツトされます。 

★解除する場合は再度「灯油セーブボタン」を巧してください。 

「阿 油セーブラン 刀び r 消な」して口油セーブ運転び辭 隙され ます。 



灯油セーブ運転は設定温度よりを室温び約3で上昇しまずと r 消义」して無駄な牆房を抑えます。 

灯油セーブ運転を觸除していないが態で運転したとさに、室温び設定温度より3で政上高い場をは、 
運転ランプは r 点灯」しますび運転はしません。 

また、室温び設定温度まで下びりますと、自動的に再点火させます。 


♦温度鼓定をずる場合は r 温度 ■] 表术び「点滅」している間(約10秒間）に ご3 ■ 区]!)ボタンのどちらかを 
押してください。 

設定でさなかった場含はをラー度押して、やり直してください。 

♦—度温度設定しまずと、その温度を記憶していますので変更をしない限り、 r 消乂」後再運転ずる場 
を、同一設定温度になります。 


チ t イルド□ツク タイ7- 









使いかた 


タイマ~運転のしかた （タィマーを使 用して暖房を始めたいとを） 

女タイマ— 運転を する 塌含は、 14ぺージ应1見在_時を[を霞是1；^」 に従って、時刻含わせをしてからで 
ないと運転でをません。 

★タイマー点乂時刻を設定しないと、デジタル表示部に「も- 〇,-」び表おされます。 



■タイマー点义時刻は、5分おさにしか設定でさません。 

このストーブのタイマー運転は、フアジーコント□ールでお部屋の大ささとその時の室温により、自 
動的に点火時刻を決定し、設定の時刻には、お部屋を暖かくしておきまず。 

通常、タイマー運転設剧き刻の0分か!5巧分前に運転を開始します。 


di 午前目時 30 分に設定したし、とき 
①「タイマーポタン」を押ず。 

•このとさデジタル表示部の表示び「バー」表示に変わり、「タイマー 
ランプ」 が 「点滅」しまず。 

( D デジタル表示を見なが 5 C 3 のボタンを巧して 
B に含ねはる。 

( D デジタル表示を見なが S 区:)のボタンを巧して 
30 に合わせる。 


ミ畳度 

口 

■ 

時計 

設定溫度ま巧涵度 



のボタンは、一度巧すごとに]時間または日分間ずつ進みます。押し続けまずと連続的 
に進みます。 

♦時刻含わせをする場合は、デジタル表示部のタイマー時刻び r 点滅」している間(約1日砂間）に〇 ■ 
©のどちらかのボタンを押してください。 

•設定でさなかった場合は、も5—度 r タイマーボタン」を押してやり直してくださし、。 


( D デジタル表示部のタイマー時刻が r 点、ミ威」している間に、「運転スイッ 
チ」を巧して r 入」にずる。 

•約1日秒ほど経過すると「タイマーランプ」び r 点灯」し、デジタル表示は現在の時刻を表示してセット 
び完了します。 








★タイマー運転は、一度タイマー運転時刻を設定すれば変更しない限り、「タイマーボタン」を巧して 
デジタル表示部のタイマー時刻の r 点減 J 中(約1日秒間)に、 r 運乾スイッチ」を r 入」にするだけで同一 
時刻で設定が完了します。 

★r 運転スイッチ J を巧して 、 r 運転スイッチ」び r 点滅」しているとさに r タイマーボタン」を巧すとタイ 
マーランプが点滅し、約1日砂程度経過すると r タイマーランプ」び r 点な」し、セットが完了します。 

女タイマー運転時刻を変更する場合は前記と同手順でおこなってください。 


タイマー運転の解除のしかた 


タイマー運転操作をした後、タイマー点火時刻前にタイマー運転の解除あるいは通常運転をおこない 
たい場合。 

1「運転スイッチ」を巧して r 切」にする。一〔タイマー運転の解除] 

2「運転スイッチ」を再度押して r 入」にする。一〔通常運転開始〕 


タイマー運転のミま意事項 


★タイマー運乾をした揚含点乂後約]時間後に自動的に消乂し、 r タイマーランプ」 び r 点灯」 し、デジ 
タル表示部の 「/从-」 表示び r 点な J して、他のランプは全て r 消な」 します。 

連続運輯するとさは、タイマー運転の点义時より1時間1；(內に「時間延長ボタン」を巧してください。 

♦これは閉め切った部屋で長時間、換気せずに燃焼ずると、空気不足で危険となるためで、手を舰れ 
ない場合は、自動的に消火します。 

•残り燃焼時間び1日分になると r デジタル表示部 J に•で. 3 • I * と表示し、2分卸こ「ピー」音でお 

知らせします。 

女通菌 運転中に r タイマーボタン」 を押すと、 r 消火 J して r タイマー運転」 の待機状態になり、タイマー 
運転時刻に目動的に点火します。 

(但し現在時刻を設定してからでないと、「タイマー運転」の待機状態にな0ません。） 

女タイマー運転時刻の確認は、タイマー運転待機中または消火時に「タイマーボタン」を押すと、1日砂 
間表示しまず。 

女 タイマー運転操作後に停電びあったとをや、ス i -ーフを揺5して对震自動消火装置が作動したとさ、 
電源プラグを抜いたとさは点火しません。 

この場合は、再度14ぺージ「3 ■現在時刻吞設定じ索■す]を読んで、時刻含わせからおこなってく 
ださい。 


使いかた 


id 








使いかた 


みはりやく運転のしかた 



r 運転スイッチ」が「入」になっているときに r みはりやくポタン」を押しまず。 

♦ r ピー」音がして「みはりやくランスび「点巧」し、みはりやく運転びはじまります。 

♦みはりやく運転をした場合、「みはりやくセンサ ー J び人の気配を感知しているとをは、「みはりやくラン 
刀が「点滅」し、人の気配を感知していないときは、「みはりやくランプ」び r 点灯」します。 


• r みはりやくセンサ ー J び人の気配を感知しなくなってから約1日〜30分間経過すると、自動的に、燃 
焼状態が r 最小燃焼」になりまず。このが態で r みはりやくセンサ ー J び人の気配を感知ずると、設定 
温度に合わせて運転び切り替わります。 

♦ r みはりやくセンサー」び人の気配を感知しなくなってか5、約]時間経過ずると、自動的に消火し 
て、デジタル表示部の表示び r 点な」します。他のランプはずべて r 消灯 J しまず。この状 
態で r みはりやくセンサー」び人の気配を感知してち、再点火運転することはありません。 

再点乂するときは、「運転スイッチ J を押し直してください。 H 

♦運転中 r みはりやくセンサー」び人の気配を感知しなくなった状態で、残りの 口 L 三い夕 fiz 

燃焼時間び10分になると、デジタル表示部に15と^ 3…と表示し、2分 設定温度室内温度 

毎に「ピー」音でお知5せします。 


みはりやく運転の解除のしかた 


「みはりやくボタン」を巧しまず。 

♦「ピー」音びして「みはりやくランスび r 消な」し、みはりやく運転び解除されます。 


•みはりやく運転の設定-解除は運転中にしかでをません。また、いったんみはりやく運転を設定す 
れば次の運転でわみはりやく運転をおこないます。 

♦タイマー運転待機中、みはりやくランプび点な点滅しますび、タイマー点火後のみはりやく運転を 
おすをのです。タイマー運転待機中は、みはりやく運転、プチセキュリティー機能はいずれち動作 
致しません。 









マイナスイオン運転のしかた 


[燃焼中にマイナスイずン運転させるとき I 
①15ぺージ[草乂(通常蓮転) I に従って操作する。 

( Dr マイナスイオンボタン」を押しまず。 

♦ r ピー」音びして「マイナスイオンランプ」び r 点灯■」し、マイナスイオン運転びはじまります。 

マイナスイオン単独運転さを者と去 I 



[燃焼をにスイすスイずン運転を停止させるとき」 

① r マイナスイオンボタン」を押しまず。 

♦「ピー」音びして r マイナスイオンランプ」び r 消 I な」し、マイナスイオン運転び停止します。 
なお、燃焼はそのまま継続されます。 

ストーブを停止させるときはのぺージ「酒央を亡た巧に従って操作してください。 



① r マイナスイオンボタン」を押しまず。 

♦「ピー」音びして「マイナスイオンランプ」び r 消な」し、マイナスイオン運転と対流用フアンが停止し 
ます。 


マイナスイオン運転の悟止のしかた 


① r マイナスイオンボタン」を巧しまず。 

♦ r ピー」音びして「マイナスイオンランプ」び r 点|な」し、マイナスイオン運転と同時に対流用フアンび 
まねりはじめます。 


マイナスイオン単独運転は r 運転スイッチ」の r 入 jr 切」にかかわ5ず r マイナスイオンボタン」を押して 
いただ<だけでマイナスイオン運転をおこなラことびでさます。 

ス I ^ーブを燃焼しないとをでをお使いになれます。 


-お願い- 

★チャイルド□ツクを「セツト」しているとさは、「マイナスイオンボタン」を巧すことがでさません。 
23ページル下な万クを使。が f ミ]におって、チャイルド□ックを解除してからあ5ためて 
操作をして < ださい。 


マイナスイオン運転中は電極に高電圧び発生しています。 
電極に不用意にさわらないでください。 

感電のおそれびあ0ます。 


A 

感電ま意 


使いかた 


店 

















使いかた 

プチセキュリティー機能の使いかた 



r 運乾スイッチ」が「切」になっているときに r みはりやくポタン」を巧しまず。 

♦「ピ ー 」音びして、デジタル表示部にび表示され、你はりやくセンヴー」び人の気配を感知し 
なくなって （ r みはりやくランスび「消幻■」）か!53日砂間経過すると「みはりやくセンサー」が自動的に監視 
を始めまず。 




デジタル表示部 


プチセキュリティー機能作動中に rc ^」 のボタンを巧すと （3 秒間）デジタ 
ル表示部に r 警告動作した時刻」を表示しまず。 











♦「の」のボタンを 1 回巧すと、一番新しい警告動作時刻を表示し、跳尝「〇」のボタンを巧すたび 
に順次ちい警告動作時刻び表示されまず。 r 警告動作履歴」は10回まで記憶され、それ降ちい r 警 
告動作履歴」は順次削除されます。 

♦現在時刻を設定していない場合は、デジタル表示部に r 警告動作回数」を表示します。「警告動作回 
数」は最大1日回まで表おしまず。 

♦プチセキユ U テイー機能を解除すると履歴はすべて消えます。 

例1 ) プチセキユ U ティー機能動作中ご：ご S 、な：ぶ?、 ご•こ?ぶの 作動時刻1 

3回警告動作した場含（現在時刻設定時） 

C3t 


作動時刻2 


作動時刻3 

C3 f I I 
C3 


例 2) プチセキユ U ティー機能動作中ご：な S 、ご：,?ご、ご:ぶ？の 
3回警告動作した場含(現在時刻未設定時） 

例 3) 警告動作しなかった蠕合 


-— [ こ/) 個） 

または(回）表示となりまず。 


プチセキュリティー機能の解除のしかた 


みはりやくセンサー 



みはりやくボタン 
みはりやくランプ 


r みはりやくボタン」を押します。 

♦ r ピ ー 」音がして、 r みはりやくランスび「消灯」しまず。デジタル表示部のの表示び「現在時 
刻表示」あるいは表示となり、フチセキュリティー機能び解隙されます。 



使いかた 








安全装置 

★をを装置が作動ずるのは何5かの異常があるとをでずか5、下記の処置をしても正常にな5ないときは、 
お質い求めの販売店にご相談ください。 

★再点火操作とは一度 r 運転スイッチ J を 「切」 にしてか5再び巧し直して r 入 J にすることをいいます。 


f まを 装置 名 

はたらさ 

処 m '] 

巧麗自動 
消火装置 

♦運転中にストーブ本体び地震(震度約日松上)や 
強い振動、衝撃を受けたとを、火災などの危険 
を防ぐた彼に自動的に運転を停止しまず。 

♦地震によつて作動した場合は、 
周囲の可燃物、機器の損傷、 

油のあみれなど、異常がない 
ことを確認した後、再点火し 
てください。 

不完全燃焼 
防止装置 

•操気不良、手入れ不良、その他の異常によりバ 
ーナー部への空気の供給び不足したとを不完全 
燃焼による危険を防止するをのであり、自動的 
に燃焼を停止します。 

♦作動した場合は、燃焼空気取 
入□(給気フイルター)の掃除 
をし、部屋の操気をしてか6 
再点火して < ださい。 

この装置は、あくまでもす完全燃焼による危険を防止するため1 
のものであり、使用中は必ず1時間に！〜2回換気して、新鮮 
な空気を補給してください。 

• f --—— - — — • • - • —— — 

(27、28ページ参照） 

点义をを 
装 置 

♦点火 ヒーターの 赤熱不足や、バーナー ヴー S ス 
夕の不良による点乂不良。 

•点火ヒーター•電磁ポンプ•ブロアモーターなど 
の故障により点火しないとさに、運転を停止し 
ます。 

•点火ヒーターの故障び原因で 
運転を停止したときはバーナ 
—底のク□スマットに灯油げ 
しみこんでいます。 

完全に乾燥させてか5、ご使 
用 < ださい。 

(販売店にご相談ください） 

停電を全 
装 置 

♦運転中に停電や電源プラグを披くなどして電源 
び切れたときは、自動的に運転を停止しまず。 
再び通電されてわ運転しません。 

♦タイマー運転中に停電があった場合、タイマー 
運転は解梯されます。 

♦再点火操作をします。 

♦現在時刻の設定とタイマー運 
転時刻の設定をやり直します。 

( 14、18、1日ぺージ参照） 

燃焼制御 
装 置 

♦燃焼中にがび消えたとを、自動的に運転を停止 
させる安全装置です。 

♦再点火操作をします。 

過熱防止 
装 置 

♦ファ ンモーターの故障や異常燃焼などの原因で 
ストーブが異常過熱したとさ、乂がなどの危険 
を防ぐために燃焼を停止します。 

♦温風空気取入 □ (フアンフイ 
ルター)のほこ0を取り除い 
てから、再点乂操作をします。 
(28 ページ参照） 

消し忘れ 
消乂装置 

\ 

♦消し忘れによる危険を防止ずるために、点火し 
てか6 3時間、燃焼び継続すると自動的に燃焼 
を停止します。 

♦消火する前に「時間延長ボタ 
ン」を押ず。 

•消火した場合は、再点火操作 
をします。 

(22 ぺージ参照） 


6 





♦本体側面にある燃焼空気取入□(給気 フィルター) に、ごみやほこりび目づま 
りしますと、燃焼用の空気量び減って点火時に白煙び出た0、燃焼中に不完 
全な燃焼となりがが高く伸びたり「ピー」と言ラよ5な異常音びすることがあ 
0ます。 

燃焼空気取入口(給気フイルター)に付いているほこりを、電気掃除機などで 
吸い取ってください。 


点検-手入れ 


定期点検のおすすめ （2 シーズンに1回程度) 


長期間ご使用になりまずと、機器の点検が必要です。機器の寿命をより長く、より良い燃焼で快適に 
まをにお使いいただくために、2シーズンに1回程度、シーズン終了後などに、お買い上げ店、又は 
修理資格者〔し財）日本石油燃焼機器保守協会 (TEL 03- 3499- 2928) でおこなう按術管理講習会修了者(石 
油機器技術管理±)など〕のいる店、当社などに点検依頼されることをおずすめしまず。 


曰常の点検•手入れ 


★点検•手入れをするときは、がずストーブを消火し、電源プラグをコンセントか5抜いて、本体温 
度げ充分下がってからおこなってください。やけどや感電をするおそれがあります。 

★部品に触るとさや、内部を掃除ずるとさは、手をけびしないよラに、手袋をはめておこなってください。 
★本体をベンジン、シン ナー などでふかないでください。変色します。 

★電装品や燃焼部の取りはずし、分解はおこなわないでください。 


使用のたびに 


周囲の可燃物 


♦ストーブの周囲は、 
常に整理、清掃し、 
燃えやすいものを置 
かないよラにして< 
ださい。 



ほこり — … ! 

>ス1-ーブについたほこりやミちれは、掃除機で吸 
い取ったり固< しぼった麓れ雑巾などでふを取 
って< ださい。 

ミちれたままのご使用は危険のをとでずし、スト 
ーブのいたみを早めます。 


油漏れ、油のたまり、油のにじみ 

>万一油漏れによって、油のたまり、油にじみび 
生じているときは、消火操作をし、原因をたし 
かゆ防漏処置をし、油漏れびな < なったことを 
確認してか6点火操作をしてください。 


置台に 
油にじみは 
お0ませんか。 


巧す 



♦油タンクの給油□□金のが 

部などに、ごみびはさまつせ^ 
ている場合びありまずので 
取り除いてください。 


1週間に1回!^ソ上 



燃焼空気取入口（給気フィルター）の掃除 



点検•手入れ•アフタ I ヴ^^ビス 











点横-手入れ 



時々、給気フィルター対まずして掃除してくださし、。 


給気フィルターの目の中びつまっている 
場含びありますので、やね6かいブラシ 
などで、給気フイルターの目のつまりを 
掃除して < ださい。 

(光にかざして目づまりびきれいになつ 
たか確認して < ださい。） 


-お願し、- 

★巧などでふくのはおやめください。かえって目づまりします。 

巧れび取れないとさは、洗剤で洗って、よく乾かしてからご使用ください。 
★取りはずしたとさは、必ず元どおりに取り付けてください。 

(取りはずしたままでご使用されますと、異常燃焼の原因になりまず。） 


温風空気取入口（ファンフィルター ） の掃除 

♦本体背圃にある温風空気取入口（フアンフィルター)にごみやほこ D び目づ 
まりしますと、温風用空気量び減って過熱防止装置びはた!5しで消火しまず。 
巧流用ファンび停止していることを確認してか5温風空気取入 □ (ファン 
フィルター）に付いているほこりを、電気掃除機などで吸い取ってくださ 
い。 

/-お願い- N 

★電源 プラグをコンセントか日抜いておこなってください。 

★フアンフィルターの巧れびひどい場合は、フアンフィルターの止ゆね 
じ〔2本)をはずし、フアンフィルターをはずして、掃除をしてくださ 
い。 

★はずしたファンフィルターは、必ず元どおりに組み付けてください。 
けがをします。 

★フアンフイルターの掃除をしてち燃焼び停止ずるよラであれば、25ぺ 
ージに記載してありまず巧流用フアンの掃除もおこなってください。 


II 川 II 川川川川 III 


川川 II 川川 1111*1 


温風吹出口（ルーバー）の掃除（必ず手袋をはめておこなってください) 


フアンフイルターの取り付けかたとま意 


•フアンフイルター下側の突起を、ストーブ背面の角巧に入れ、対流用ファ 
ンのコードをフアンフイルターの凹部を通してか6みたをしてください。 


•温風吹出 □ (ルーバー)びミちれたり、ほこりび 
付着した場合は、電気掃除機や、固くしぼっ 
た城れ雑巾などでふを取ってください。 

{ -お願し、- 

★このときおずス I -ープを消火し、温風吹 
出□(ルーバー)が冷えてか5おこなって 
<ださい。 

やけどをするおそれびあ0まず。 


r 1箇月に1回じ ui 










@ 


III りり 1111111111111 苗 


I 巧ミ巧用フアンの掃除（必ず手袋をはめておこなってくだを打) 

①28ぺージ L 蜀§1空気取入口（フアンフイルター)の掃暗]を参照して、フ 
アンフイルターをはずしてください。 

( D 対流用フアンに付着したごみやほこりを、電気掃隙機で吸い取ってくだ 
さい。 

また、見える箇所だけでよろしいですか6、本体内部のほこりを取り除 
いて < ださい。 

( g ) 元どおり組み立ててください。 

「.一 油タンク、油受けざ!5の掃除こ 

•油タンクと油受けを取り出し、市販の給油ポンプ等で細タンクや 
油受けざら内の水やごみを取り除いてください。 



1111111111111111111111 




油受けざ5\ ^油黄け 


♦電源プラグ、コンセントにほこりや巧れびたまると乂災の原因になること 
びあります。 

電源プラグをコンセントか6旅いて、付着したほこりやミちれを取り除いて 
<ださい。 





電源プラグ、コンセント 


_ _ — _ L 由受皿掃晴_ 

♦油受けは口油は通しますび水は通しにくいフィルターでできています。油 
受けに水やごみびたまると、油タンクに灯油びあるのに、「給油ランプ」び 
「点灯」することびあります。 

• r 油タンク」を取り出してか5、「油受け」を傾けないように取り出し、たま 
つた水やごみを取り除いて<ださい。 

( -お願い-^ 

★油受けは、水で洗わないでくだごい。必ず灯油で洗ってください。 


___ _巧震自動消ぶ装置_ _ 

♦燃焼中にストーブをゆずって、呂動的に消乂するかを点検してくださし、。 
♦自動的に消火しますと、 r デジタル表示制ににこ！)を表示します。 


シーズンに！〜2回む上 


-お願し、- 

★対流用ファンにごみやほこ0び多量に付着しまずと、温風用空気量び減って過熱防止装置びはたら 
いて消火します。 

对流用ファンのごみやほこりを、電気掃除機で吸い取って取り除いてくださし、。 

女ストーブを消乂し、電源プラグをコンセントか5抜いて、ストーブの温度び充分に下びってからお 
こなってください。 



点検•手入れ•アフタ—ヴ I ビス 










■ 


故障-異常の見分けかたと処置のしかた 


異常のお知5せ（デジタル表示の見かた） 


安全装置が作動すると、自動消火します。また、デジタル表示部に故障.異萬の原因げ表お[エラー表お] 
されます。繰り返し表示するとさや運転しないとをは、お買い求めの販売店へご連路ください。 





点な(点 H ) の意な 


♦週熱防止装置び作動しました。 




♦停電消义後電源び入りました。 


♦ルームサーミスタび断線しました。 

♦パーナーか‘予熱不足でず。 

♦バーナーヴ ー5 スタが断線しました 
♦点火ヒーターが断線しました。_ 

♦消火後すぐに再点火操作しました。 
♦点火を全装置が作動しました。 


♦地裝により消火しました。 

参本かを傾けたり、強し順動、衝擊び与え6 
れ消义しました。 


不亮全燃焼防止装置び作動しました< 


室混び33で上になりました。 


ブ□ア モーターび 停止しました。 


♦点义巧全装置び作動しま しも 


♦チャイルド□ック中•プチセキュリティー機 
_自針乍動中に運転スイッチを「入 J にしました。 

♦タイマー点义時刻が’設定されていません。 

換気ランプ 

•室内が駿度不足です。______ 

給油ランプ 

♦巧油がなくなり消义しました。__ 

タイマーランプ 

♦タイマー運聞び按了しました。____ 
♦消しちれ消乂装置にて消火しました。 

♦省電力機能が作動しました。 （14 ページ参照） 


処置方ま 

♦しば6く巧つてから再点火操作をしてください。 
♦温風空気取入口（ファンフィルター)、温風吹出口（ル 
-バー）、巧流用ファンの掃除をしてください。 

(28、29ぺージ参照） 

♦ス I -ーブ①周囲の障害物を取り隐いてください。__ 

♦運転スイッチを一度 r 切 J にしてか5現な時刻.タイ 
マー点义時刻-室’温設定をしてくだごい。 

♦電源プラグなど電源をご確認ください。 
•電気系統の巧障です。お買い求めの販売店まで「デ 
ジタル表示」などをご連絡ください。 


参修理び必要です。お買い巧めの販売店または別紙の 
お客様相談窓ロー贸まで、「デジタル表示 J などをご 
連絡ください。 


•しば5 く待ってか5再点乂操作をしてくだをし、。 
♦お買いボめの販売店または別紙のお客様相談窓口一 
_皆まで、 r デジタル表示 J などをご連絡ください。 

♦ストーブが傾いていないか確認してから、再点火操 
作をしてください。 


♦燃焼空気取入口（給気フィルター）、油受けの掃除を 
してください。（27、28、29ページ参照） 

参修理び必要でず。お買い巧めの販売店または別紙の 
お客様相談窓口一賀まで、「デジタル表示 J などをご 
連結ください。 


ス I -ーブの周囲の障害物を取り除いてください。 


♦電気系統の故障でず。お買い求めの販売店または別 
紙のお客様相談窓口一直まで r デジタル表示 J などを 
_ご連絡ください。_ 

•燃焼空気取入 □ 【給気フィルター）、油受けの掃隙を 
してください。（27、28、29ベージ参照） 

♦修理び必要でず。お買い求めの版壳店または別紙の 
お客様相談窓□一廣まで、「デジタル表示 J などをご 
_連絡ください。_ 

•運転スイッチを r 切」にして、チャイルド□ックを自军 
_除してください。 （23 ぺージ参照） 

•運転スイッチを「切 J にして、タイマー点义時刻を設 
_定してください。 （18 ベージ参照）_ 

•窓やドアを問けて巧分に部屋の換気をおこなってか 
ら再点义操作をして <ださい。___ 

♦な油を給油してか5再点火操作をしてください。 

•再点乂操作をしてください。 

♦再点火操作をしてください。 

•操作部のいずれかのボタンを押してください。 


30 













♦表中の f 表示は、「デジタル表示」（エラー表示)を示しまず。 

4 


故障かなと思ったとさに 


\ a * 

原因 \ 
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消 

を 
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N 

処置方法 

電源プラグをコンセ 
ントに差し込んでい 
ない 

〇 












〇 

電源プラグをコンセ 
ントに差し込む 

停電した 

〇 









〇 



〇 

停電復帰後、再点乂 
操作をずる 

巧震自動消义装置げ 
作動した 










〇 

l：-s 




再点乂操作をずる 

油黄けに水が入った 


〇 





〇 



〇 




油タンクと油受け內 
の水を取0除ぐ 

油受けざ!5に水が入 
つてし、る 










〇 




市販の給油ポンプで 
水混入の巧油をすつ 
かりおく 

燃焼空気取入□(給 
気フィルター）の目 
づまり 



〇 


〇 

〇 



〇 

〇 

£-5 




フイルターを掃除ず 
るに7、28ぺージ参照） 

油タンクに巧油がな 
い 


〇 





〇 



〇 




灯油を入れる 

幻■油が油タンクの出 
し入れでこぼれた 









〇 


〇 



こぼれた灯油をきれ 
いにふをとる 

換気す良 








〇 


〇 




部屋の充分な換気を 
ずる 

変質な油や不純な油 
を使った 



〇 

〇 


〇 



〇 



〇 


変費灯油や不純な油 
を良質の灯油に入れ 
かえる 

販売店にご相談くだ 
さい 

省電力磯能が作動し 
ました 













... 

〇 

操作部のいずれかの 
ボタンを巧してくだ 
さい。リ4ぺージ参照） 

給油口□をが間違っ 
てし、る 

\ 







〇 


1 





正しい給油ロロ金を 
取付けてください。 

(11 ぺージ参照） 


唐検•手入れ•アフタ—ヴービス 









部品交換のしかた 

ST 品交換のときのを意 


♦部品交換や修理をお受けになる場合は、曰本石油燃焼機器保守協会でおこなラ技術管理講習会修了 
者(石油機器技術管理±)などのいる販売店で修理されることを推契します。 

★不完全な修理は危険です。 

★故障したちのは使わないでください。 


♦短時間に消耗する部品は特にありませんび、交換部品び必要な場含は、お買い求めになった販売店 
にご相談ください。 

★部品は必ず純正部品(指定された部品)をご使用ください。 

★部品を交換ずるとさは、ストーブを消火し、本体び充分冷えてか5、電源プラグをコンセントか5 
抜いておこなって < ださい。 


保管のしかた(長期間使用しない場台) 


★ス I ブを保管する場合は、巧ぺージ 点検•手入れ の項を参照して、ストーブの手入れをして 
か5保管して < ださい。 

★いたんでいる箇所は必ず修理をしてから保管してください。 


1 ストーブを消火し、ストーブが巧分冷えてか S 、 電源プラグをコンセントか目 
抜く。 

2 燃焼空気取入□(給気フィルター）、温風空気取入□(ファンフィルター）、温風 
吹出口(ルーバー）、電源プラグに付着したほこりやミちれを掃除してください。 

•燃焼空気取入□(給気フィルター)は巧なので,をくのはおやめください。かえって目づまりしまず。 

3 油タンク、油受けざ S 內のな油、ごみ、水気を取り出ず。 

♦謂や巧あさの原因になりまず。 

4 器具の表面をよくふいて、ミちれをおる。 

•固くしぼった属れ雑巾や、薄めた中性洗剤液で汚れを取り、乾いた布で水気を&を取ってください。 
(シンナー、ベンジン等ではふかないでください。） 

5 包装箱に入れて保管ずる。 

•□金開閉具は、紛失しないよ5に、本体の背面にある□金開閉具取付巧 
に引っ掛けて保管しておくと便利です。 

★口金開閉具についたな油は、よくふを取ってください。 

♦湿気のかない所に保管してください。 

♦傾けたり、横にしないで<ださい。 

抜けされなかったな油び漏れることびあります。 

★取扱説明書-保証書を必ず保管してください。 

廃棄ずるとき 

29ページ I 油 タタさ ^ 由 受けさ卓夕 fi "! の項を参照して、油タンク、油受けざら内のな油をおき取っ 
てか5廃棄してください。 


口金開閉具取付巧 








仕様 




※騒音値の数値は JIS 測定ちま (JIS S 303 りに基づく正面値です。 

アフターサービス 

_ イ呆副 ti に二^し、了 _ 

♦添付しておりまず保証書は販売店で所定事頂を記入してお渡ししまずので、お受け取りください。 

記載内容をご確認のラえ大切に保管してください。 

★保証期間はお買い上ばの曰より1年間でず。 

I 修理を依頼ずるとき I 

♦:故障•異常の見分けかたと処置のしかた(如ぺージ)にがって、お調べください。直5ないとさは、ご 
使用を中止し、必ず電源プラグを抜いてか5、お買い上げの販売店にご連絡ください。 

♦ご連絡いただきたい内容は次の通りです。 

①品名•‘’石油ファンヒーター(強制通気形開放式石油ス i -ーブ） 

③型式の呼び… LC - L 己3日 ES 
③お買上げ年月日 

理)故障の状況(できるだけ具体的に） 

⑤おなまえ、おところ、電話蕃号 

♦修理に際しましては保証書をご提示ください。保証書の規定に従って、販売店び修理させていたださます。 
♦保証期間げ過ぎているとさは、修理ずれば使用でさる場含には、ご蒂望により有料で修理させていただ 
をます。 

♦修理料金は、技術料、部品代、出張料などで構成されています。 

' ■ 

この取扱説明書と本体に表示されている禁止事項-注意事項および通常使用に反して使用された場合 
の故障、事故につさましては、保証いたしません。 













点検•手入れ•アフタ—ヴ—ビス 










アフターサービス 


補修用性能部品について 

★石油フアンヒーターの補修巧性能部品のイ呆有期間は製造巧切り後目年です。 

♦補修用性能部品とは、製品の機能を維持ずるために必要な部品でず。 

転居される場合 

♦このフアンヒーターは電源周波数抓、目0 Hz とち同一仕様でず。 

★電源周波数の異なった地域への転居でちそのままお使いいただけまずび、高地への転居、 
転居は再調整が必要ですので、別紙の^お査嶺相談窓口一覧^までご相談ください。 

高地からの 


故障■破損したら、使用しないでください。 

不完全な修理や改造は危険です。 


爪 江 思 

の 

分解禁止 

' 

修理■引越しなどで、ストーブを運搬される時は、おず油タンク、 

gh \ 

A ま 忌、 

油受けざ5の巧油を撫いてください。 

運搬の途中に好油びこぼれ、周囲を巧すおそれびありまず。 

指示 


I 故障•修理の際の連絡先！ 

アフターサービスについてねか目ない場さは、お買い求めの販売店、または、もよりの[■括養攝雨 i あ香'' 
口一覧 I (別紙参照)までお問いちわせください。 


尼情点検 1 

参石油ファ'* ノトー々一の補修 

★長年ご使用の巧由ファントタ-の点検を！ ！| f 豐離 f 巳有瓣 

口 

ご使用の際 
このよラなことは 
ありませんか 

■ n 

♦油漏れする。 

♦燃焼中強いにおいがずる。 
♦炎が異常に黄色い。 

♦予熱時間が異常にながい。 
•運転中異常な音がずる。 
•その他の異常-故障が‘ある。 

► 

ご使用 
中止 

故障や事故防止の 
ため、コンセント 

か 6 電源プラグを 
巧いて、必ず販売 
店に点検.修理を 
ご依頼ください。 


お客様へ…おぼえのために記入されると便利でず。 


/ . . 一 

型 式 

LC - L 536 ES 

お買上げ年月日 

■ \ 

年月 曰 

お買上げ店名 

^ __ ... 

(電話番号） ( ) - 

- ノ 


株式会社 1-31-5 

本 社 名古屋巿瑞穂区桃園町日塞] 7号 
干4巨 7-08 己己 TEL <052)822-1 144 
FAX <052)822-2742 


If ミ5 S ミ5巧ぶをれ卜3トミは快®巧巧の一巧としてこの巧巧説明*は巧を紙を读用していまず。 

さ M バルプだ巧去 、〇0% 巧ま《ち9用 









